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平成 20 年 11 月 18 日 

各      位 

会 社 名 株式会社アイケイコーポレーション

代 表 者 名 代表取締役社長 加 藤 義 博

（コード番号 3377 東証二部）

経営管理室・人財管理室・経営企画室管掌問 合 せ 先

取 締 役 会 長 石 川 秋 彦

（TEL. 03-6803-8855）

 

  

 

（訂正）「平成 20 年８月期 決算短信」の一部訂正に関するお知らせ 

 
 平成 20 年 10 月 15 日付で発表いたしました「平成 20 年８月期 決算短信」につきまして、記載内容の

一部に訂正すべき事項がございましたので、下記のとおり訂正いたします。 

 なお、訂正箇所には下線を付しております。 

 

記 
 

【訂正箇所】 

１．経営成績 

(4) 事業等のリスク 

・７ページ 

（訂正前） 

(ｇ) 海外の経済動向等の影響について 

当社グループの参加するオートバイオークションでは、海外からのオークション参加者や

輸出業者による落札も見られ、この場合落札されたオートバイが海外に輸出されることがあ

ります。そのため、海外の経済動向に変化が生じ、海外からのオークション参加者の減少等

が見られた場合、販売単価の下落等を招き、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があ

ります。 

また、当社グループにおいても、平成 18 年７月から開始しております海外取引においてオ

ートバイを海外へ輸出することがあります。さらに「４.連結財務諸表（重要な後発事象）」

に記載のとおり、タイにて子会社「株式会社サイアムアイケイ」を設立しております。した

がって、現時点における海外取引（当該子会社を含む）の業績が当社に与える影響は軽微で

すが、今後において、輸出先の経済状況の悪化、日本車に対する需要の変化が発生した場合

は、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

（訂正後） 

(ｇ) 海外の経済動向等の影響について 

当社グループの参加するオートバイオークションでは、海外からのオークション参加者や

輸出業者による落札も見られ、この場合落札されたオートバイが海外に輸出されることがあ

ります。そのため、海外の経済動向に変化が生じ、海外からのオークション参加者の減少等

が見られた場合、販売単価の下落等を招き、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があ

ります。 
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また、当社グループにおいても、平成 18 年７月から開始しております海外取引においてオ

ートバイを海外へ輸出することがあります。さらに「４.連結財務諸表（重要な後発事象）」

に記載のとおり、タイにて子会社「SIAM IK CO.,LTD」を設立しております。したがって、現

時点における海外取引（当該子会社を含む）の業績が当社に与える影響は軽微ですが、今後

において、輸出先の経済状況の悪化、日本車に対する需要の変化が発生した場合は、当社グ

ループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

 

 

２．企業集団の状況 

(1) 概要 

・13 ページ 

（訂正前） 

① 中古オートバイ買取販売事業 

上記のほか、海外取引（オートバイ輸出販売等）として、「moto-ik」ブランドにて新たな販

路の獲得のために各国のニーズの状況に応じた海外マーケットでのビジネスの可能性を模索し

ております。なお、海外取引においては上記に加え、「４.連結財務諸表（重要な後発事象）」に

記載のとおり、タイにて子会社「株式会社サイアムアイケイ」を設立しております。 

 

（訂正後） 

① 中古オートバイ買取販売事業 

上記のほか、海外取引（オートバイ輸出販売等）として、「moto-ik」ブランドにて新たな販

路の獲得のために各国のニーズの状況に応じた海外マーケットでのビジネスの可能性を模索し

ております。なお、海外取引においては上記に加え、「４.連結財務諸表（重要な後発事象）」に

記載のとおり、タイにて子会社「SIAM IK CO.,LTD」を設立しております。 
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（訂正前） 

事業系統図（平成 20 年 10 月 15 日現在）については、次のとおりであります。 
 

 
 

（訂正後） 

事業系統図（平成 20 年 10 月 15 日現在）については、次のとおりであります。 
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（セグメント情報） 

ａ．事業の種類別セグメント情報 

・42 ページ 

（訂正前） 

当連結会計年度（自 平成 19 年９月１日 至 平成 20 年８月 31 日） 

 中古オートバイ

買取販売事業 

（千円） 

オートバイ

駐車場事業

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は

全社 

（千円） 

連結（千円）

Ⅰ 売上高及び営業損益 

売上高 

     

(1) 外部顧客に対する 

売上高 
24,373,117 215,779 24,588,896 － 24,588,896

(2) セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ 360 360 △360 －

小計 24,373,117 216,139 24,589,256 △360 24,588,896

営業費用 22,429,064 296,393 22,725,457 △568 22,724,888

営業利益（△損失） 1,944,053 △80,253 1,863,799 208 1,864,008

Ⅱ 資産、減価償却費及び 

資本的支出 

 

資産 6,290,296 73,931 6,364,227 － 6,364,227

減価償却費 

減損損失 

382,561

256,809

3,875

46,962

386,437

303,771

－ 

－ 

386,437

303,771

資本的支出 340,550 11,608 352,158 － 352,158

 

（訂正後） 

当連結会計年度（自 平成 19 年９月１日 至 平成 20 年８月 31 日） 

 中古オートバイ

買取販売事業 

（千円） 

オートバイ

駐車場事業

（千円） 

計 

（千円） 

消去又は

全社 

（千円） 

連結（千円）

Ⅰ 売上高及び営業損益 

売上高 

     

(1) 外部顧客に対する 

売上高 
24,373,117 215,779 24,588,896 － 24,588,896

(2) セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ 360 360 △360 －

小計 24,373,117 216,139 24,589,256 △360 24,588,896

営業費用 22,429,064 296,393 22,725,457 △568 22,724,888

営業利益（△損失） 1,944,053 △80,253 1,863,799 208 1,864,008

Ⅱ 資産、減価償却費及び 

資本的支出 

 

資産 6,290,296 73,931 6,364,227 － 6,364,227

減価償却費 

減損損失 

382,561

256,809

3,875

46,962

386,437

303,771

－ 

－ 

386,437

303,771

資本的支出 355,381 11,608 366,989 － 366,989

 
 

以上 


